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論文内容の要旨

本論文は溶融金属および合金の密度および体積膨張係数を測定し、溶融金属および合金について構

造論的ならびに熱力学的に研究した結果をまとめたもので、本文は 5 章からなっている。

第 1 章は緒言で、溶融金属および合金の密度および体積膨張係数に関する研究が工業的および学問

的に重要で、あることを述べ、本研究の意義を明らかにした。

第 2 章は実験に関して述べたものである。すなわち、種々の密度測定方法を検討し、高温度におけ

る溶融金属および合金の密度測定方法として最大泡圧法が適当であることを述べ、さらに最大泡圧法

に関する予備実験結果および測定装置について述べた。

第 3 章は実験結果について述べたものである。密度測定値を表にし、密度と温度の関係を最小二乗

法によって求めた関係式で示した。さらに密度と組成、モル体積と組成およびモル体積の理想、混合か

らの偏侍と組成の関係を図示し、体積膨張係数と組成の関係については状態図と共に図示した。

第 4 章は考察についてであり、体積膨張係数については状態図との関係および金属結合との関係に

ついて、モル体積の理想、混合からの偏侍については混合熱との関係について論じ、さらに金属の融解

現象および固体状態における相変態について解明を行なったことが述べてある。すなわち、溶融二元

合金の体積膨張係数と状態図の聞に対応関係があることを見出し、この対応関係は「共有結合性の強

い金属は膨張係数が小さく融点が高いJ ということを合金に適用することによって明らかにできた。

次に金属結合構造を具体的にとらえ、金属結合構造として共有結合構造とイオン結合構造の中間の結

合構造を考え、融解現象はある中聞の結合構造から、より共有結合性の弱い中聞の結合構造への転移

であるとみなすことによって融解現象をよく説明することができた。きらに同様な考え方をもとにし

て団体状態における相変態を論じた。モル体積の理想混合からの偏{奇L1 V と混合熱の関係については、

理論的に関係式を導びき、合金元素が低濃度の場合混合熱の値を用いてこの式から求められたL1 Vの

FD 

F
h
d
 

q
δ
 



{直は実~WH直とよく」致した。さらに混合熱、体積膨張係数および状態図との関係について論じた。

第 5 章は結言で、 2 章から 4 章までの研究を総括したものである。

論文の審査結果の要旨

本論文は、金属製錬工程の改良、発展に重要な溶融金属および合金の物性を解明するため、特に密

度と体積膨張係数について研究を行なったものである。

先ず、高温度における融体の密度測定方法として、最大泡圧法を改良し、従来不正確であった融体

の物性値を極めて精確に測定している。

次に、溶融合金の組成と、モル体積との関係が、理想混合からの偏{奇を示すものについて、モル体

積の理想、混合からの偏{奇と混合熱との関係式を提出し、実測値とよく一致することを示して、融体の

結合構造からも、体積膨張係数と混合熱との関係を論じている。

以上は、従来知られている金属融体の物性値を訂正すべき指示を与えている。その成果は、 l 冶金学

上ならび、に工業上貢献するところが極めて大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認

める。
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